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　　1　岡山大学所蔵近世地方史料との関わり
　岡山大学附属図書館は，これまでに5冊の「地方史料目録集」と『池田家
　　　　　　　　　　　　　くの文庫総目録』を刊行している。私はこれらの目録集のうちの一つの『岡山大
学所蔵近世庶民史料目録第4巻』の解題を行なう機会を与えられた。そこに
収録されたのは，野崎家文書，湯槙家文書，梶谷家文書，川面池田家文書の
4家の文書である。その解題は，岡山大学附属図書館に各家文書として収集
されている文書類のすべてに目を通して後に行われるというものではなかっ
た。その際に心がけたことは，与えられた短期間に全体的な状況をとらえて
特徴を摘出することにあった。ここでは，このような限られた条件のなかで
見出したこの4家の史料の特徴をまず記し，ついで，岡山大学附属図書館に
収蔵されている近世地方史料群の研究資料としての意義，その収集過程の特
質を考えてみたい。
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2　収集家別史料の特徴
　（1）野崎家文書
　野崎家文書は，岡山県岡山市西大寺西幸西の野崎家（現当主野崎一雄氏）
伝来の古文書・記録類で，その点数は2606点である。かねてからその所在は
知られており，研究者によって利用されてきたが，野崎家より1979（昭和
54）年に岡山大学に寄贈された。
　野崎家が代々居所とした西幸西（往時は備前国邑久郡西幸西村）は岡山藩
によって1684（貞享元）年に干拓造成された幸島新田の6力村の一つで，吉
井川の河口東岸にひらけた水田地帯である。岡山県南は工業化や宅地化の著
しい進展がみられたが，吉井川の対岸にあるこの地域はいまなお主要な農業
地域の一つである。岡山県南部は全国でも有数の千拓地帯であって，近世初
期以来干拓が行なわれてきたが，幸島新田も岡山藩によって初期に干拓造成
されたものの一つである。野崎家はこのときに入植した一農家であったが，
同家は万三郎（1839［天保10コ～1910［明治43］年）の時代に万三郎の活躍
により，その家名を後世にとどめることとなった。すなわち，上道郡原村
（後の雄神村，現在は岡山市）からこの幸島新田開拓時に分家して移住した
野崎家であるが，万三郎（実名貞一）は1858（安政5）年に名主役を仰せ付
けられ，1868（明治元）年忌庄屋役，69年忌頭，70年心血改革にともない大
里正・郷佐役となった（「先祖井御奉公品書上」史料番号No．1）。このよう
にに藩政の末端に組み込まれるにいたったが，万三郎はこの年に藩政改革の
一環として行なわれた土地租税制度の改革である「悪田畑改正」を建議し，
その実施にたずさわった。この「悪田畑改正」は宮内で年貢上納に難渋して
いる田畑を調査して，地力に相当する租税に改正する，それとともに従来か
らあった直叙米はすべて廃止するというもので，対象田畑は2万6千町歩，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　　その65％にあたる1万7千町歩が改正された。この「悪田畑改正」は，廃藩
置県前，東北・西南諸藩において実施された，士族の土地所有化を志向した
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「帰田法」「禄券法」に対する，藩政に進出した地主豪農層の主導の下で，地
主的土地所有成立の条件を創出する意図をもって実施された，それ故に注目
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くのすべき性格のものとして評価がなされているが，このような重要な歴史的事
件にかかわったのである。廃藩置県後は岡山県史生に任ぜられ，農事掛とな
る。このように岡山県に出仕した万三郎は，以後，租税，勧業などを担当
し，租税課長，土木課長，地理課長，勧業課長などを経て，収税長，書記
官，そして参；事官を歴任した。！893（明治26）年に退官するが，その後，岡
山貯蓄銀行，岡山県農工銀行等の創設に参加している。
　このような野崎家の来歴と万三郎の経歴から，この野崎家文書には特徴が
付与される。まず野崎家は村役人を勤めてはいるものの幕末の短期間であ
り，また，村方文書は引き継いだ形跡はなく，村方文書は伝来されていな
い。したがって，全国でも有数の新田開発地帯であり，岡山県の歴史的展開
にとってきわめて重要である新田開発によって造出・形成された農村の状況
やその推移ということを明らかにする手がかりはえられない。他方，藩役
人・県役人として活躍したことに由来する文書類が多い。以上のことから，
文書目録における分類項目は独自のものとなり，そして，「5政治」（岡山
藩・地租改正・県政）のウエイトの高さをもたらすのである。特に「悪田畑
改正」関係書類と地租改正に関する数多くの文書類はきわめて重要なものと
思われる。また租税，勧業，土木の業務にたずさったことによる，農・工・
商，租税に関する文書・手控，などが野崎家文書の特微をなしている。ま
た，多数の書簡類があるが，これらは万三郎の経歴からして，この時期の県
政にかかわる重要なものが少なくないと思われる。なお野崎家は1894（明治
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くり27）年に直接国税56円70銭余を納入する小地主であり，土地所有・小作地分
布状況，小作米取立などを記すものもあるものの，地主経営分析は困難であ
る。「悪田畑改正」に関する研究はいくつかあるが，この野崎家憲書中の「田
畑御改正御用雑記」（No．1313），「御畳々田畑改正惣寄目録」（No．1311）を主
要依拠史料とした最：も新しい研究成果として太田健一「明治4年岡山藩悪田
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　　　　　くの畑改正の考察」がある。
　（2）湯槙家文書
　湯槙家文書は岡山県真庭郡八束村中福田の湯槙家（現当主湯巻平氏）土蔵
の古文書・記録類で，その点数は2752点に達する。『八束村誌』の編纂過程で
明らかとなったもので，その完成の後の1982（昭和57）年に村誌編纂にたず
さわった本学関係者を介して寄贈を受けた。
　湯槙家の代々の居所中福田（往時は美作国大庭郡中福田村）は岡山県の西
北部，鳥取県と接する向山三山の山麓にひらけた蒜山盆地にある。現在は，
この蒜山山麓の八束，川上，それに中和の3力村は大根などの主菜栽培，酪
農が行なわれ，岡山県の主要農業地帯の一つとなっているが，自然条件その
ものはきびしいことにかわりはない。「天明七年　村差出明細前之控工」
（No．490）には「当村田宿報残黒土二而御座候　血止二6少々ハ石砂面田畑
御座候　但野畑之融点不寝黒灰土二面作物出来不宜土地二面御座候」とある
が，標高450メートルで冬期は雪が深く，冷涼で，また，クロボコとよぼれる
強い酸性±壌であるなどきびしい自然条件のもとにある。「当村町場＝而無
御座候　百姓農業より外業少モ当無御座候」というように農業中心である
が，田方の水稲は「水冷リ生立好宜…」であり，詮方の麦は「大雪所山岡年
二より皆無同然取直不同隊付」とあるように生産力は低く，不安定であっ
た。しかし，ここは大山往来とよばれる道が貫いており，山中ではあるが，
人馬の往来のあったところである。
　この地に湯槙家がいつ住み着いたかは定かではないが，同家の伝承によれ
ば遠祖平左衛門が！603（慶長8）年に「治要」となり村庄屋を束ねたとい
う。このことは文書的には明らかにしえないが，少なくとも！854（安政元）
年に80才で没した源兵衛が文政期に庄屋役を勤めていることは史料的に確認
できる。このように村役人を勤めた湯槙家文書は上述の野崎家と異なり，村
：方史料を主体としたものとなっている。それは文書目録の分類項目の支配，
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土地，租税，村，戸口，治安，凶荒・救t血，土木建築，村絵図と多くの項目
の文書があることに端的に示されている。源兵衛以前の，湯槙家が村役人を
勤めていなかったであろう時期の・ものもふくまれており，前任者からの引き
継ぎがなされているようである。この自然条件のきびしい山中地方（蒜山盆
地はこのように呼称される）の近世期の状況・推移を知るうえでの貴重な史
料である。それらのうちの年度の早いものの一つが！678（延宝6）年の年貢
割付状であるが，この割付状は以後1870（明治3）年にいたるまでのほぼ毎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの年度あり，その推移の検討が可能となる（r入東村誌』において詳細に検討
されている）。また，年貢皆済目録も1727（享保12）年度分以降1870（明治
3）年度分までほぼ毎年面分があり，村方の対応の推移も明らかとなる。こ
の村は所領関係は津山藩，幕府領がめまぐるしく入れ替るが，このような領
主の交替による収奪の仕：方の差異の影響という興味深い問題の検討を可能と．
するのである。また，林野入会や用水・川普請関係文書はこの地における農
業生産の条件を示し，煙草・木地などはこの地の土産を示し，凶荒・救恒の
項目の多くの史料はこの山中地方の民衆の生活実態をしのばせるものであろ
う。この湯槙家文書には多くの私文書を含んでいるが，質地証文や土地売買
証文がこの地域における土地移動の実態を明らかとなる手がかりとなるとと
もに，長期にわたる農業日誌類などの経営史料もあり，この地域における農
業生産の在り方の検討の手がかりりをあたえてくれている。なお，この湯槙
濡文書中には神社に関するものが少なくない。古い時代から宮座の構成員で
あり，福田神社との深い関係があったであろう。宮座はこれを通じて村落の
社会的構成を明らかにする手かがりをあたえてくれるであろう。
　なお，岡山大学附属図書館はこれまでにこの湯槙家と同じ山中地域の徳山
家と：丸山家の文書を収集しており，これらを相補うことによってこの地域の
状況をかなり検討しうるものと思われる。この湯槙裏文書は，徳山家文書，『
丸山家文書などとともに『八東村誌』および隣村の『川上村誌』において使
用されており，これらすぐれた村誌作成の依拠史料となっている。
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　（3）梶谷家文書
　梶谷家文書は岡山県倉敷市酒津の梶谷家（現当主梶谷堅一郎氏）旧式の
2849点に達する古文書・記録類である。1982（昭和57）年に本学が寄贈を受
けた。
　梶谷家が代々居を構えて来ている酒津（往時は壷屋郡酒津村）は，高梁川
の東沿岸にあり，天正期の開発時にはその後1世紀かけて開発される，今日
の倉敷市域平野部の，旧東高梁川下流域の広大な干潟・浅海との汀線にあっ
たものと思われる。梶谷家の歴史はこの地域の開発・発展の歴史と深くかか
わっている。梶谷家は，初代伊平治誌略（1723［享保8］～1800［寛政12コ
年）が1748（寛延元）年頃に東高梁川をはさんで対岸にあった西側溝の本家
平兵衛家二代平兵衛長次（ユ775［安永4］年死去．92才）から分家し，東酒
津で材木商を営んだことに始まった，という（「三寿賀懐記」［No．2169］の年
表）。屋号を平野屋といい，代々伊平治を襲名してきた。1830（文政13）年の
「乍恐以書財嚢申上膳」（No．84）は，梶谷家の持高は554石6斗出であり，ま
た，「……三十五・六ケ年以前ハ材木商売仕候得共其後ハ農業ノミ」である
ことを記している。現在の広大な住宅は1783（天明3）年に建築されたが
（「普請歓棟上祝台頭」（No．2168），初代伊平治一代にして梶谷家は隆盛に達
したのである。材木商売でえた利益が土地の入手にあてられ，1872（明治
5）年にいたる間の72町3畝21歩に及ぶ土地集積が始まる。材木商売先は倉
敷であったと伝えられているというが，折から町場としての形成を進めつつ
あった倉敷の建築用資材としての需要が一挙に拡大したまさしくその好機に
遭遇したものと思われる。このように商売の利益をもって土地集積に向かっ
たが，注目すべきことは，土地集積地域の用水である八力郷用水の伏樋を木
樋から石樋へと改造することを率先して行なうことをはじめとする灌概用水
に対する貢献によって生産力の向上に資するとともに，水利に関する大きな
発言力をもつにいたっていることである。また，度々の冥加金献納を行なっ
ている。これらを通じて，梶谷家は，年寄並，庄屋格となり，代官所御勝手
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方御役人力の地位をえ，永代苗字御免，帯刀一代，さらには永代迄御免と
なっている。1830（文政13）年に550石余，1845（弘化2）年には貸付地のみ
で725雪余であり，1828（文政11）年の「備中国○持角力財」（No．　44）によれ
ば，備中の長者番付で東前頭筆頭「平野屋伊平治」という富豪となってい
る。1877（明治10）年の小作高は772石余で，！890（明治23），1904（明治
37），1906（明治39）年の「貴族院多額納税議員互選人名簿」に名をつらねて
いる。
　このような梶谷家の来歴によって，この梶谷家文書には特徴が生ずる。庄
屋格にはなったが庄屋役をやっていないので，その膨大な点数の文書にもか
かわらず村方史料はふくまれておらず，したがってこの地域の状況や推移を
全体的にとらえることはできない。そして，それが私文書であるこの文書か
らは，多数の田畑質入証文類や金銭借用証蛭類によって土地集積の過程を克
明に明らかにしうるとともに，土地経営の状況も追究できる。このような諸
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くわ点については内藤正中氏による検討があって，解明は大きく進んでいる。こ
のようにすでにそれによって梶谷家の地主としての生成・展開過程が検討さ
れてきた梶谷家文書であるが，なお注目されるべきはそれが倉敷平野部の発
展と深くかかわっていることにある。高梁川の河口部の扇状地としてひらけ
た倉敷平野部は耕地の安定化と用排水の整備がことのほか重要な要件とな
る。さらに後年には児島湾の干拓によった新田地帯への用水の供給や排水困
難の発生による問題が生ずるが，梶谷家の代々の灌概雨水へのかかわりを示
す文書類はその過程の究明の重要な手かがりとなるであろう。すでに本学は
倉敷の小野家文書を所蔵しているが，この小野古文書とあわせ検討すること
によって，この地域の発展のあとを明らかにしうるであろう。
　（4）川面池田家文書
　川面池田家文書は，岡山県小田郡矢掛町西川面の池田家（現当主池田長一
氏）伝来の古文書・記録類である。故藤沢晋教授による調査によって明らか
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となったもので，本学教育学部が借用し，学生の卒業論文にも使用されてき
たものであるが，1984（昭和59）年に附属図書館が寄贈を受けた。点数は
905点である。
　池田家は代々西川面（往時は備中国小田郡川面村）を居所としてきた。こ
の西川面は東西に流れる高梁川支流の小田川の北側にある村で，この小田川
に沿うて貫く山陽道沿に備中矢掛宿から西方約1キロメートルで達する位置
にある。水田はこの小田川の造成した氾濫原上にあるが，集落はこの氾濫原
北方に東西に連なる断層崖に位置していて，この池田家のある宇山集落もこ
の断層崖の急斜面にある。川面村は，1746（延享3）年の「備中国小田郡川
面村反別井明細帳」（No．104）によると，石高965石2斗，内250石4乙女が幕
府・一橋領，714石7斗9升余が新見面諭であるが，池田家はこの川面村の
新見領庄屋を勤めてきた。池田家は代々茂平治を襲名し，安清を屋号とする
が，現当主の4代前の6代茂平治（安之丞）まではさかのぼることができる
ものの，それから先は不確かで遡及できがたいということである。文書類も
延享（1744～49）～宝暦（1751～64）期のものが最も早い時期のものであ
る。この年に「新宅書止覚」（No．288）もある1804（享和4）年に建てたとみ
られる池田家の住宅は長屋門，宝蔵などはすでに取り壊わされ，母屋も一部
を取り壊して新築されているためにその全容をみることはもはやできない
　　　　　　　　　　　　　　　くのが，写真と故藤沢晋教授作成の平面図をみるとその家構は代々庄屋役を勤め
る家柄に相応しいものであった。残されている宗門改帳によると，村内では
抜群の大きさの所持石高であるが，1864（文久4）年には川面村新見領分の
みで58石5斗余，同村公領（一橋領）分と他村分をあわせると139石2斗余と
いう，その所有地が磁力村に及ぶ大高持となっている。1894（明治27）年で
は，久我房三（526円46銭金浦村），名越白蝋（279円1！銭余北川村）につぐ，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの池田覚之丞直接国税241円4銭という小田郡有数の地主であった。
　このような来歴であるが故に，18世紀なかばから以降，ことに幕末になっ
てからのものではあるが村方史料も残されており，これによって備中の農村
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の状況を検討できる。前掲の1746（延享3）年の「反別井明細帳」にも「右
之田方ニハ　三分　生綿作リ申候」とあるように，小田川沿にひらけたこの
川筋の村々は備中棉作地帯の一地域であり，池田家文書はいまだ解明されて
いない備中面作地帯を検討していく手がかりとなるであろう。また，山陽道
沿のこの村は大助郷の村であったが，「交通運輸」の項目に特徴のあるこの
池田家文書は大助郷の実態を明らかにする手がかりとなるであろう。なお，
近世期にすでに大高持であり，1894（明治27）年には小田郡有数の地主で
あったこの池田家の地主経営の実態を検討しうる史料は残されていない。池
田家は県会議員となった覚之丞の長男茂に土地を分けたりして，池田家の土
地所有は農地改革時には5町歩程度であったという。「中学生の頃，宇山の
池田から来ました，といって，管理をまかせた家（例えば矢掛の鳥越）から
金を受けとってきた」との192！（大正10）年生れの現当主長一氏の話である
く　
が，遠隔の地の小作地の管理は小作料の徴収をもまかせたいわゆる世話人に
よって行なわれていた。
　この川面池田家の文書に依拠したこれまでの研究成果としては，藤沢晋氏
　くのの論文がある。「慶応元町十二月　御道筋軒別畳数書上ケ帳　関伊勢守領分
備中国小田郡川面村」（No．279）を主要依拠として検討したもので，農民の石
高所持高と住宅構造との相関を明らかにし，一村史料では不十分な石高所持
よりは，むしろ住宅構造による階層把握の方が階層構成を正しく把握できる
という提言が行なわれている。このような重要な提言があるが，それにもま
して，私にはこの商品生産地帯であり，畳納入に関する史料のある，藺草栽
培・畳表製造があったとみられるこの地域においてさえも，四間取りの家に
してはじめて一間が畳敷きになるという，畳使用の少ないこと明らかにされ
ていることは，民衆の生活実態の一端を示すものとして興味深いものであ
る。
一385一
712
3　研究資料としての史料群の意義
　以上は解題を担当した『岡山大学所蔵近世庶民史料目録第4巻』に収録し
た4家文書をめぐって私があわただしく把握したところのものである。岡山
大学にはさらに多くの家史料が収蔵されている。これらを全体としてみると
どのようなことになるであろうかを私なりに検討してみよう。
　この第4巻の刊行によってこれまでの第1巻から第3巻までの3冊と，本
史料目録名を標題としない1冊（r溝手家文書目録』）をふくめて合計5冊の
近世地方史料目録が刊行されたことになる。さらにそれらに先立って旧岡山
藩主池田家文書を収録したr池田家文庫総目録』が刊行されている。岡山大
学は現在の岡山県域内の18地方史料と2藩政史料の．合計20件・ユ4万905ユ点
の近世史料を所蔵するにいたった。収集された古文書・記録類20件の旧蔵家
の所在地を示すと図1のようになる。地方史料は備前8，備中7，美作3と
なる。美作の3件はいずれも西北端に集中していて，東作が1件もないこ
と，備前は比較的に万遍なく分布しているが，備中は北部がなく，吉備高原
上のものは備前をもふくめて備中平川家の！件にすぎない，というように地
域的にかたよりがあるが，一応は全県的になっている。藩政史料は備前岡山
藩主池田家文書と美作勝山藩主三浦家文書である。領有地域の歴史史料であ
るが，特に岡山藩は備前国を一円支配する大藩であり，池田家文庫にふくま
れている約6万点の藩政史料は備前国一円の地域の歴史を包括的に検討する
重要な地域歴史史料である。
　本学附属図書館に収集されたこれら広範囲の地域に関する古文書・記録類
はいずれも近世ma　＝幕藩領主畑稲を主体とするものであり，近世史研究者に
とっての貴重な研究資料であることはいうまでもない。これらによってすぐ
れた近世史研究の成果がうみだされてきているし，また，これからも多様な
問題関心からの利用がなされるであろう。本学附属図書館はまさしく近世史
研究者にとっての研究資料の宝庫の一つであろう。このこと自体が収集・所
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蔵の大きな意義である。しかしこのような近世史研究者の個別的な問題関心
からのことがらにとどまらずに，このように収集された20件の古文書・記録
類が，しかも地元地域のもののみということが，トータルとしてどのような
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意味をもつかということにこそ共通の関心があるところといえよう。以下，
この点についての，近世史を研究対象としない者の，一見解を記したい。
　「西欧の衝撃」のもとにその諸条件が成熟しないままに近代化の道を歩ん
だわが国は，それゆえに特異な資本主義化の過程をたどった。そして，この
資本主義化過程の特質に規定されて，わが国近代は特異な地域構成をとるに
いたった。日本産業革命は農業革命をともなわず，封建領主下の小農生産を
地主制下のそれに再編し，農業・農村が近代工業・都市の発展の基盤iとなっ
た。工業のあらゆる部門が特定地域に集積・集中したが，それのみでなく，
経済的，政治的，文化的というあらゆる分野の機能が，その特定の地域に，
すなわち東京，大阪に集中した。これらのことによって，中央と地方の著し
い格差が生み出された。また近代産業の発展や近代交通網の形成による，例
えば，「裏日本」の発生や「山村」「離島」などの，さまざまの地域格差が派
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの生した。このように特異な地域編成が進展したのである。そして，日本の産
業経済の発展がめざましかった1960年代の高度経済成長期には特定地域への
集積集中がいっそう進み，地域問題が深刻化した。このような観点からわれ
われが立脚する岡山県についてみると，全国におけるその独特の位置ととも
に，県内部に大きい地域的差異をもっていること，そしてこのような地域的
差異の形成要因，ことに歴史的要因の検討が課題となる。元来，その自然
的，地理的要因から地域的差異が存在するが，それが地域格差となるのは近
代化・資本主義化の進展によるのであり，このようなことが検討課題とな
る。例えば，後年には，工業，殊に繊維産業の発展がありながら「農業県」
にとどまり，それゆえに「工業県」への転換とそれによる県民所得の向上を
めざした岡山県は近代化の初期の段階ではむしろ先進県であった。また後年
には県南と県北の格差が大きい問題とな：り，格差解消がめざされたが，
1874（明治7）年のr府県物産表』などの検討からは美作は多様な物産構成
をとり，県民1人当りの物産額も備前と差がないのであり，近代化の始点の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くしの段階では，統計的には女宿の停滞性はみられない。このようなその後にみら
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れる地域格差の形成という問題を追究するためには近代の出発の時点での状
況を明らかにすることが重要である。本学が収集した文書がこの検討の資料
となる。
　先にそれらは全県的にひろがっていることをみたが，地域的特質との関連
で再度その分布状況をみよう。西北端に集中している美作の3件，徳山家文
書（大庭郡上徳山村），丸山家文書（大庭郡長田村），湯槙家文書（大庭郡中
福田村）はいずれも蒜山盆地のものであり，岡山県にあって特異な一地域で
ある山中地方を基盤とするものである。蒜山山麓の標高450メートルほどの，
積雪，冷涼で，土壌条件のよくないこの地は，いまでは岡山県の一農業地帯
となっているが，きびしい自然条件と度々交替する領主の収奪のもとで生産
と生活がたゆみなく営なまれてきたところである。備前の9件は児島半島部
に，荻野家文書（児島郡味野村），西尾家　書（児島郡吹上村）の2件，その
北の児島新田地帯の日笠家文書（児島郡藤戸村）が目につく。児島半島部の
西児島は交通の要地にとどまらずに，織物生産，製塩が展開し，商品経済が
進展したところである。その北の児島新田地帯は岡山県の主要農業地帯を構
成するところである。この児島に接する備中都窪郡の溝手家文書の早島村は
この児島新田に先立つ早島新田地帯であり，岡山県南の高位生産力地帯を構
成する。さらに小野家文書（窪屋郡倉敷村）と梶谷家文書（窪屋郡酒津村）
は，商品経済の拠点倉敷とそれに接する，ともに倉敷平野部のものである。
以上の児島郡から都窪郡にかけての地域は，商品経済め浸透がみられ，商品
生産の展開が進展したところである。近代になると，工場が多数あらわれ，
近代工業が展開するとともに，巨大地主もまた最も集中してあらわれたとこ
ろである。また，川面池田家文書（小田郡川面村）は備中棉作地帯の一端の
ものであり，しかも山陽道に面する地域のものである。同じく備中の橋本家
文書（吉備郡新本村），菊池家文書（同郡山田村）は生産力の高い，安定した
地域のものである。備前の他の4件は，現在は岡山市に入っている地域の長
瀬家文書（立野瓜田中村），難波家文書（上道郡吉井村），坂野家文書（津高
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郡菅野村），好本家文書（和気郡清水村）である。長瀬家，難波家のものは県
南の主要農業地帯のものであるが，坂野家のものは，津高郡北部の小高地地
域のものであり，好本家のものは備前東部の，岡山平野部とは農村構造をや
や異にすると思われる地域のものである。備中のもう1件の平川家文書（川
上郡平川村）は岡山県の地域構成上の重要な地域である吉備高原上の村のも
のである。特異な地理的・自然的条件のもとでの人々の生産と生活の推移を
検討しうるのである。
　このようにみると，東作地方のものや備中南部沿岸沿地域のものが欠けて
いるなどの重要な地域のものが収集されていないというように地域的に精粗
があるとはいえ，岡山県を特徴づける主要地域のものが収集されているとい
える。このように，収集されている古文書は多様な構成をとる岡山県の各地
域のものであり，地域的比較を可能とするものといえよう。この収集された
古文書・記録類の時代であるが，近世期＝幕藩体制期を中心とし，これに明
治・大正等の近代に及ぶ。したがって，近代に先立つ時代である近世期の構
造とその展開・変貌を各地を比較しつつ検討することができるものといえよ
う。今日，県内の大きな地域差が超歴史的なものではなく，まさしく歴史的
に形成されたもの，近代的・資本主義的発展の所産であるとするならば，そ
れに先立つ時点の状況を明らかにすることが一つの課題となるであろう。本
学が収集し所蔵している史料群はまさしく近代化のはじまる段階での状況を
横断的に検討するに際しての重要な資料となるのである。これによって各地
域の近代的展開への条件の成熟度を明らかにする手がかりがえられるであろ
う。明治期等の近代に関するものは，近代的展開の地域的様相をこれまた比
較史的に検討するうえでの貴重な資料となるのである。
4　史料収集過程の特質
この岡山大学は，1950（昭和25）年に池田家文庫を学術研究史料として譲
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渡を受けたことが今日のすぐれた古文献所蔵の契機となったが，同時に教育
学部，法文学部などの日本史担当教官を中心に地方史料の調査・収集を行な
い，現在にいたっている。これらの地方史料は，その少なからぬものが，学
生の卒業論文作成のたφの学生による調査に端を発し，所属学部研究室にお
いて収集されたものである。1962（昭和37）年8月に中央図書館制の採用の
後の1965年3月に竣工した中央図書館に各学部のものも集中され，整理・目
録作成の後，公開されるにいたっている。この史料収集がこのように教育学
蔀，法文学部の学生たちが卒業研究・卒業論文作成のための史料発掘に端を
発していることに史料収集過程の特長があるといえる。ここには未利用の原
史料・生史料を卒業研究に使用することにこだわった教員と，未熟ではある
が大胆に挑んだ学生たちの熱意がこめられている。この地方史料群はそのよ
うなことを伝える物資的には貧しかったが大学のよき時代の遺産である。
?
（1）これらの史料目録とその収録文書はつぎのとおりである（r岡山大学附属図書館概
　　　要』による）。
　　　『池田家文庫総目録』（1970年）［旧岡山藩主池田家古文書・記録，和漢典籍コ，『岡山
　　大学所蔵近世庶民史料目録第1巻』（1973年）［日笠家文書＝岡山藩名主・大庄屋・地
　　主文書，好元家文書＝岡山藩名主・大庄屋文書，坂野家文書＝岡山藩大庄屋文書，長瀬
　　家文書＝岡山藩名主・大庄屋文書，難波家文書＝岡山藩大庄屋文書］，r岡山大学所蔵近
　　世庶民史料目録第2巻』（1973年）［小野家文書＝幕府領庄屋文書，橋本家文書＝岡田藩
　　庄屋文書，菊池家文書＝松山藩庄屋文書，徳山家文書＝津山藩鉄山経営地主文書，丸山
　　家文書＝津山藩・幕府領庄屋文書，三浦家文書＝旧勝山藩主三浦家元禄一明治の日記
　　類］，『岡山大学所蔵近世庶民史料目録第3巻』（1974年）［荻野家文書＝岡山諸君主文
　　書，西尾家文書＝岡山藩名主文書，平川家文書＝幕府領庄屋文書，附録黒正文庫・小野
　　文庫・大堀文庫・大原漢籍文庫，r岡山大学所蔵近世庶民史料目録第4巻』（1985年）
　　［野崎家文書＝＝岡山藩役人・岡山県役人文書，梶谷家文書＝地主文書，川面池田家文書
　　＝新見藩庄屋文書，湯槙家文書＝津山藩・幕府領庄屋文書コ，r溝手家文書目録』（1976
　　年）［地主家文書コ。
（2）　『岡山県大百科辞典』の「悪田畑改正」の項。
（3）太田健一「明治4年岡山藩悪田畑改正の考察」（谷口澄夫先生古稀記念事業会編r歴史
一391一
718
　と風土』1983年福武書店）。
（4）　『岡山県地主録』ユ895年細謹舎。
（5）前掲太田健一「明治4年岡山藩悪田畑改正の考察」。
（6）　『入東村誌』ユ982年の第3章第2節。なお，別綴表4。
（7）内藤正中「岡山県倉敷市梶谷家文書備中酒津梶谷家の小作問題」（r小作騒動に関す
　る史料集』1955年農政調査会），同「寄生地主制の形成過程」（r経済論叢』第75巻第2
　号！955年），同「幕政改革の社会的基盤一備中天領倉敷村一」（堀江英一編『幕政改革の
　研究』ユ955年御茶の水書房）。本解題中の梶谷家の石高等は内藤氏の算出したものであ
　る。
（8）藤沢晋「幕末期農村における階層別住宅構造について一備中国小田郡川面村西川面を
　中心に一」r岡山大学教育学部研究収録』第2ユ号ユ966年。本文中の池田家の石高等はこ
　れによる。
（9）前掲『岡山県地主録』による。
（ユ0）池田長一氏より聴き取り　（ユ985年2月ユ5日）。
（11）前掲藤沢晋「幕末期農村における階層別住宅構造について一備中国小田郡川面村西川
　面を中心に一」。
（12）拙稿「産業革命と地域社会」（r日本歴史講座7近代2』1985年東京大学出版会）参
　照。なお拙著『産業革命期における地域編成』1989年御茶の水書房。
（／3）拙稿「府県産業史の課題一岡山県近代産業史に即して一」（r地方史研究』173号
　198ユ年）．「明治初期岡山県の産業構成」（『岡山大学経済学会雑誌』第14巻第3・4号
　1983年）など。なお前掲拙著『産業革命期における地域編成』。
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